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◆絶好のコンディションの中、全国各地から集結し熱戦を繰り広げる選手たち！！

カヌー競技場の様子

●大勢の観客は、一流のテクニックに
魅了されていました！

令和元年6月2２日（土）から2３日（日）にかけて、

日本カヌー連盟主催「２０１９カヌーワイルドウォー

タージャパンカップ」第4戦、「２０１９カヌースラ

ロームジャパンカップキョクヨーシリーズ第４戦」と

西目屋村主催「第1８回白神カップカヌー大会」が、

津軽ダム下流“目屋渓谷岩木川カヌー競技場”で開催

されました。

この大会には日本全国各地から一流の選手

達が集まり、2日間にわたり白熱したレース

が展開されました。両日共に変わりやすい天

候の中での開催ではありましたが、

選手達は“津軽ダム”からの

安定した豊富な水量と、新緑

（次ページへ続く）
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の“目屋渓谷”の絶景を体感しつ

つ、日頃の練習の成果を遺憾なく

発揮していました。観戦に訪れた

カヌーファンたちは、選手たちに

熱い視線と割れんばかりの大きな

声援を送っていました。

また、２日目の競技終了後には、

岩木川漁協の主催で、イワナの稚

魚約５,０００匹が、カヌー大会参

加者やガールスカウトの子供達に

よって岩木川に放流されました。

この取り組みは、ジャパンカップ

という全国から選手達や応援の観

光客が集まるこの機会を絶好のＰ

Ｒの場として、「魚と子供達のふ

れあいと岩木川を全国の人に知っ

（前ページからの続き）

◆雨の中、元気に稚魚の放流をする子供達。『大きく育ってね！』

てもらう」ことを目的として毎年開催しています。放流をした子供達は、強い雨が時おり降

るあいにくの空模様の中ではありましたが「大きく育ってね」と元気に声を掛けながら放流

している様子がとても印象的でした。

岩木川の清流を優雅に泳ぐ大きなイワナの姿が今から待ち遠しいです。

令和元年６月２２日（土）、弘前大学農学生命科学
部地域環境工学科１年生の皆さんが、大学のゼミの一
環で『津軽ダムが完成した事による周辺地域への影
響・効果を主体的に取りまとめる』というレポート課
題のもとに津軽ダムを見学に訪れました。
平成２９年度に津軽ダムが管理に移行し、毎年恒例

の見学会になりますが、今年も津軽ダム建設段階での
環境への配慮事項を中心に貯水池周辺施設や設備を巡
り、水質保全、環境保全、景観等への取り組みについ
て理解を深める内容で進められました。見学中、熱心
にメモを取り、疑問点については積極的に質問する学
生の皆さんの姿がとても印象的でした。
今回のダム見学が、「地域環境工学」を学ぶ学生の

皆さんの将来にとっ
て、少しでも役立つ
事を願っています。

【車窓から水質保全施設について説明しました】

【疑問点はそのままにせず、質問しクリアします！】

～ 弘前大学農学生命科学部 地域環境工学科の皆さん ～

【津軽ダムをバックに全員で記念撮影】
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令和元年７月１３日（土）、株式会社東奥日報社が主催

となり、『トヨタソーシャルフェス２０１９』が西目屋村

の“津軽白神湖パーク”をメイン会場として実施されまし

た。西目屋村での開催は、今年で３年連続となります。

『青森の貴重な自然と我々の生活との関わりを知り、未来

に残す』ことを目的に、西目屋村・白神山地の大自然を満

喫しながら、津軽白神湖（津軽ダム湖）周辺での清掃活動

を行うとともに、“カヌー・ボート体験”や自然素材を使

用した“クラフト教室”などを実施し、楽しみながら自然

環境の保全についての知識を深めました。

親子連れなどの参加者１４０名は“世界自然遺産白神山

地”の大自然で澄んだ空気を体一杯で吸い込みながら、と

ても充実した１日を過ごし、普段体感することのできない

“非日常”を満喫していました。また、この日は特別ゲス

トとして東京オリンピックカヌー競技代表選考真っ只中の

矢澤一輝選手がイベントを盛り上げ、参加者達は思いがけ

ず充実したプレミアムな時間を過ごすことが出来ました。

▲雄大な津軽白神湖をバックに記念撮影▲

▲ゴミは持ち帰りましょうね！▲

今回は津軽ダムによって新しくできた“津軽白神湖”の湖面巡視に必要な船の管理運転
に同行し、現場からのダイレクトな臨場感をリポートします。湖面巡視では主に『ダム本

体や構造物の異常・地山の崩壊・不法占用・不法投棄・水
質異常』等を重点的に見ていますが、“津軽白神湖”の湛
水面積は５．１㎢と広大でダム湖を巡視するには“船”が
必需品となります。案内して下さった岩渕保全対策官と藤
谷機械係長は、『湖面巡視は、ダム管理において重要な役
割の１つであり、いざという時にトラブル無く、正常に巡
視船を出動させるということが何よりも重要。その為に機
械担当の職員は概ね月に１度の頻度で、巡視船の点検と訓
練を兼ねて管理運転を実施している』と説明。
日々のダム管理業務の一端に触れて『自分もその中の一

員なんだなあ～』と遠くに見える津軽ダムと周辺の山々の
抜群の絶景に目を奪われながらも感じたところです。

▲地図を見て現在地を確認。ダム湖の広さに驚きで
す。

▲ゲートの説明をうけました。いつもと違う
アングルから見るダム堤体は圧巻！

●日時：令和元年７月１7日（水）
●天気：晴れ

▲巡視船の運行前点検を終え、津軽白神湖
へ向かいます。表情は真剣そのもの！！

特別ゲストの矢澤一輝選手です。
東京オリンピックカヌー競技代表
選考真っ只中の忙しい中、ありが
とうございました。

今回リポートしていただいた非常勤職員
の左から、小堀さん、太田さん、対馬さ
んです。ダム湖の船上巡視は貴重な体験
です。さあ、出発です！
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編 集 後 記

７月に入り、日差しの暑さを肌で実感する日が続いて
います。ダム見学の案内担当なので、毎日のように外で
の業務がメインとなりますが、日に日に日焼けが進み、
風呂に入って鏡で自分の顔を見ると“真っ黒”なのに
びっくりします。これが後々、シミ・シワを加速度的に
進行させる大きな要因になるのでしょう！自分ではまだ
若いと思っている反面、半世紀の大台に乗りつつある年
齢の現実を突きつけられると、体のあちこちに“ガタ”
が来ているのも否定できません。今年の夏は、栄養ドリ
ンクだけで乗り切れるかちょっと不安です。（船水）

★“レッドライトアッププロジェクト”とは？

（４） 岩木川ダム統管だより

●岩木川ダム統合管理事務所ホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/iwakito/

●実施期間：令和元年7月20日（土）～
※カードが無くなり次第終了

●配布場所：通常のダムカードと同様に、浅瀬石川ダム特別
カードは「浅瀬石川ダム資料館」、津軽ダム特
別カードは「岩木川ダム統合管理事務所」で配
布しています。

※_浅瀬石川ダム特別カード、津軽ダム特別カードを2枚セットで提示する
ことが条件です。サービス提供期間は、8月31日（土）迄です。

※_黒石市、西目屋村の企画参加店舗及び特典内容の詳細は、岩木川ダ
ム統合管理事務所ＨＰをご覧下さい。

岩木川ダム統合管理事務所ホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/iwakito/

岩木川ダム統合管理事務所が管理している“浅瀬石川ダ
ム・津軽ダム”各々から“特別なダムカード”をゲットし、
2枚セットで黒石市、西目屋村の企画参加店舗へ提示する
とお得な特典が受けられます。この機会を是非お見逃しな
く！

実施中！

昨年に引続き『お盆期間』に合わせて実施します。
3分毎に６パターンのカラーに変化させ、白神山地の夜空

と津軽ダムを幻想的に照らし出します。
天候に恵まれれば、期間中、“ペルセウス座流星群”との

コラボレーションを見れるかもしれません。

●実施日 ：令和元年8月10日（土）～18日（日）
●実施時間：１９：００ ～ ２１:００

※災害等が発生するおそれがある場合等、ライトアップを中止する場合があります。

ダブル


